






The analysis of the challenges and potentials of post-conflict 
peacebuilding and civil society assistance at community level: 
From a case study of Timor Leste
KUWANA, Megumi
The pacebuilding assistance has increasingly focused on the potential role of civil society 
since the last decade. This tendency emerged from the liberal peacebuilding idea, which an 
active civil society is considered as precondition to democracy and to achieve long-lasting 
peace. However, various researches show that the mere existence of support for civil society 
does not automatically lead to peacebuilding, since the tendencies of liberal peacebuilding 
are to be project-based with limited impact, donor-driven, and lacking local involvement. 
Those characteristics failed to utilize the potential of civil society and to meet goals of 
sustainable peacebuilding. To overcome the limitation of liberal peacebuilding, this article 
examines possibilities of the hybrid peacebuilding model, which can capture the dynamism 
associated with the interaction between local and international actors, by taking a case 
study of Timor Leste. This article illustrates that the continuous dialogue between 
international and local actors and partner-driven NGO partnership may promote local 
leadership and hybrid process for building active civil society.







進化している（Hilhorst, 2013）。しかしながら、国際支援が行われた 68 の紛争後の国 /地域の




























































































































住民投票後の騒乱を受け、1999 年 9 月に多国籍軍が治安維持を開始。1999 年 10 月末に、東
ティモール国連暫定行政機構（United Nations Transitional Administration in East Timor：
UNTAET）が設立され、独立までの 2年半の間、平和・治安維持活動のみならず、社会経済






























行政区分としては、3郡、23 村（Suco）, 139 集落（Aldea）が存在し、2004 年国勢調査統計に
よると、人口は 550,582 人、95.3％がカトリック教徒である（National Statistics Office 
2004）。北部の海岸沿いは低地であるが、山間部の土地が多く、最高標高は 1,266m（バザルテ
テ郡）である。主な産業は、農業、漁業であり、大半の人々は、コーヒー、米、トウモロコシ、






インドネシア統治時代は、1998 年 12 月に結成された民兵グループの一つである紅白鉄隊（Besi 
Merah Putih: BMP）の拠点となった。1999 年 4 月のリキサ教会での虐殺事件では、救済を求
めて教会に集まった人々が襲われ、近辺の湖底からも、多くの遺体が発見されている。
UNTAET統治時代は、首都ディリからの地の利の良さもあり、当時では地方部ではほとんど





2004 年から 2006 年にリキサ県 4村で行った現地調査の中で、最もリーダーシップが発揮され、
地元主導の平和構築過程が進んでいた村であった３）という理由による。
4．V村住民の平和への認識、支援の変遷








組織　の 5つの要素に大別して調査した。量的調査は、2012 年 8 月に実施し、上記の 5つの主
な項目について、リキサ県 V村の 100 人（有意抽出法）６）に対して、3つの時期に分けた認識
の変化（①独立から 2006 年 2 月の紛争再発まで、②紛争再発後の混乱期（2006 年から 2008 年）、
③復興開発期（2009 年～ 2012 年）を、質問紙を用いて 5段階評定（全くよくない、余りよく
ない、どちらともいえない、やや良い、とても良い）で問うた。この回答は、2012 年 8 月の調
査時点のものであり、振り返り法による聞き取り調査であった７）。さらに、各項目における回
答の背景や、国際支援の影響に関しては質問紙調査では限界があるため、フォーカス・グルー





























































合が 8％（2006 年）から 30％（2012 年）と上昇した。経済的基盤となるインフラも整備され、
24 時間電気が得られる世帯が 0％（2006 年）から 67％（2012 年）、携帯電話所有率も 1％（2006
年）から 72％に増加した。経済状況が改善したというボジティブな認識を持つ回答の割合（「と























良い」と回答した住民の合計）は、前村長の時代の 2006 年以前と比べると、47.4％から 28.6％
に減少している（図 3）。
（4）外部組織との関係





































紛争の再発による混乱が収束し、2009 年ポルトガル NGOが V村全体にビジネス手法を取
り入れた総合開発を計画してからは、観光産業振興という方向性の下、レストランやホテル運
営、手工芸品販売、村の緑化計画、有機野菜の首都での販売など、首都やポルトガルのビジネ




































































































































１） うち 40％が 10 年以内に再発している。
２） Global Partnership for the Prevention of Armed Conflict, New York, July 19-21, 2005.
３） 詳細は、桑名恵（2007）『紛争後の援助がコミュニティの社会開発に及ぼす影響：東ティモールの事例
から』博士学位論文、大阪大学大学院人間科学研究科。参照
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